ました。 お 姫 さまの 顔に 水 を そそぎ かけたり、 ひも を 

といて 着物 を ゆるめたり、 手のひら をた たいて みたり、 

ハ ン ガリア 女王の 水と いう 薬で、 こめかみ を もんだり、 

いろいろ にして みても、 王女 は 息 を ふきかえしません 

でした。 

さて、 王様 はこの さわぎ を 聞いて、 さっそく かけつ 

けて おいでになりました。 そうして 十五 年む かしの 

ようじょ 

妖女の よげん を 思い出しながら、 やはり こうなる うん 

めいだ つたこと を さとって、 お 姫 さま を、 そのまま、 

お 城の なかで も、 いちばん 上等のへ やに つれて 行かせ、 

金と 銀の ぬいとり をした、 〔# 「」 は 底本で は 「。匕 きれ 



城に つきました。 

王様 は、 お 手ず から、 妖女 を 馬車から 助けお ろし ま 

した。 妖女 は、 王様の なさった こと を、 すべてけ つ こ 

うです といい ました。 でも、 たいへん 先の ことのよ く 

見える 妖女で したから、 百年の のちに、 お 姫 さまが せ つ 

かく 目 を さましても、 この 古いお 城の 中に、 たった ひ 

とり、 ぼつねんと している ので は、 どうしてい いか、 

わからなくて、 さぞお 困りになる だろうと 思いました _ 

まほう つえ 

そこで、 なに をした でしよう か。 妖女 は、 魔法の 杖 

を ふるって、 王様と ぉ妃 をの ぞいて は、 お 城の なかの 

おんなき ようし じょかん 

物の こらず、 それ はおつ きの 女 教師から、 女官から、 



じょちゅう くない おもて やくにん 

おそば づきの 女中から、 宫 内官、 表 役人、 コック 長、 

リ ようりばん すいじが かリ 

料理番から、 炊事 係、 台所 ボ ー ィ、 番兵、 おやとい ス 

こもの つえ 

イス 兵、 走り使いの 小者まで のこらず、 杖で さわり ま 

した。 それから、 おなじようにして、 べっとう といつ 

しょに、 うまやで ねて いる 馬 も、 裏庭に 遊んで いるむ 

く 犬 も、 お 姫 さまの ねだいの 上で 眠って いるお 手 飼の 

ちん 

； W まで も、 みんな 魔法の 杖で さわりました。 

魔法の 杖で さわる と、 すぐ、 たれ も かれ も、 なにも 

かも、 た わい もな く 眠り こけて しまって、 お 姫 さまが 

目が さます まで は、 けっして 目 を さましません し、 お 

姫 さまに 用事が できれば、 いつでも 目 を さまして、 御 



用 をつ とめる はずでした。 なにもかも 眠って しまった 

といって、 それ はかま どの 前の 焼きぐ しまで が、 きじ 

や、 やまどりの 肉 をく しに さした まま、 やはり 眠って 

しまいました。 これ だけの ことが、 みんな、 ほんの 目 

ばた きひと つす る まに、 できあがって しまいました。 

よ-つじよ 

妖女と いう もの は、 まったく しごとの 早い ものです ね。 

さて そこで、 王様と ぉ妃と は、 お 姫 さまの ひたいに、 

そっと、 やさしく ほおず リ して、 お 城から 出て 行き ま 

した。 そうして おいて、 たれ もお 城に 近づく こと はな 

らな いという、 きびしい おふれ を、 また 国 じゅうに ま 

わしました。 



た。 それから また 進んで、 いくつかの へや を 通って 行 

しんし きふじん 

きます と、 どのへ やに も、 紳士た ちゃ 貴婦人た ちが、 

立って いるもの も、 腰 を かけて いるもの も、 みんな、 

たわいなく 眠り こけて いました。 とうとう、 おしまい 

に はいった の は、 のこらずが 金ず くめの きらきら しい 

へやでした。 そこに、 りっぱな ねだいが すえて あって、 

四方のと ばりの こらず、 あげた 中に、 それ こそ この 世 

に ふたつと ない 美しい ものが あらわれました。 たぶん 

十五 六く らいの 年 ごろの お 姫 さまが 、 ザ J う) J うしく 光 

りかが やく すがたで、 眠って いたのです。 あっと、 お 

どろきながら、 王子 はふる える 足 を ふみしめ ふみしめ、 



た。 王子 は、 あくる 朝、 王女に わかれて 町へ かえり ま 

した。 おとう さまの 王様が、 待ち こがれて おいでにな 

ると ころへ、 かえって 行った ので ございます。 

王子 は、 狩 〔# 「狩」 は 底本で は 「狩リ 匕 をして いる 

うち、 森の 中で 道に まよって、 一 軒の 炭 焼 小屋に とまつ 

て 、 チ ー ズ ゃ黒パ ンを たべさせて もらった ことな ど を 

話しました。 おとう さまの 王様 は、 人の いい 人でした 

から、 王子の いう こと を ほんとうになさい ました。 け 

れど、 おかあさまのお 妃は、 もうさつ そく、 王子に は、 

およめさんが できて いる こと を、 おさとり になり まし 

た。 



底本 ： 「世界お とぎ 文庫 (イギリス • フランス 童話 篇) 

妖女の おくりもの」 小 峰 書店 

1950 (昭和お) 年 5 月 ー 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

※底本で は 見出し 二 」 はぺ ー ジ 上部に 挿し絵が ある 

ため、 他の 見出しと 字 下げ 分が 異なって いました が、 

統 一 しました。 
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